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子どもは膀胱（ぼうこう）が小さいうえに、尿量を調節する「抗利尿ホルモン」の分泌が不安定です。そのため夜間、無意識のうちに膀胱に入る以上の量が作られ、あふれてしまうことがあり、これがおねしょです。


７歳くらいまでのおねしょは、あまり心配しなくて、だいじょうぶ。毎晩続くと、洗濯物などたいへんかと思いますが、大人が心配したり、しかったりすることで、子どもにストレスを与えないよう、気をつけましょう。





スナック菓子やジュース類のとりすぎに注意しましょう。





肥満気味の子は、体を動かすことを避ける傾向があります。本人の好きなあそびで、楽しく体を動かすようにしていきましょう。





乳幼児期は体重の変動が激しく、しょっちゅう増えたり減ったりしますが、あまり心配はいりません。特に１歳くらいまでの肥満は乳児肥満といって、歩けるようになって運動量が増えると、どんどん体がしまってきます。


ただ、心配なのは、３～６歳にかけて太ってきた場合。そのまま肥満につながりやすいので、注意しましょう。





２月のほけんだより





おねしょ


心配しすぎないで





意識的に体を動かして





食生活の見直しを





３歳以降の肥満に


要注意！





令和4年1月27日


高岡・藤沢保育園


保育園








登園の際には、毎日検温カードに記入の上、持たせて頂いていますが、微熱であっても登園後、体調が変化する事があります。登園後に体調の変化（不良等）を確認した場合は、速やかに保護者に連絡をして、お迎えをお願いする等の、対応をさせて頂く場合もあります。お子さんの体調が平常と異なる時には、無理をしないで休ませて頂くよう、お願い致します。また、乳幼児施設でもありますので、同居の家族に発熱等の風邪の症状があった場合も、登園を控えてくださるよう、ご協力お願い致します。








新しい年の幕開けと共に、新型コロナウイルス感染症の変異株による感染拡大が、猛威を振っています。全国的に、感染者の数が日毎に増加しています。年齢の低い子どもたちの感染が、増加している事も大変心配な所です。体調には十分気をつけて、元気にのりきりましょう





登園前の検温及び健康観察





★受診して確認を








かぜと区別しにくいのですが、今は検査でインフルエンザかどうかわかるようになりました。受診して確認しましょう。








★熱が下がって３日間は登園停止








インフルエンザのワクチンは、接種しても発症することがありますが、症状が軽くすむことが多いようです。通常大人は、シーズンに1回ですが、子どもの場合は、２回接種が標準です。接種してから、２週間以上たたないと効果が現れないため12月の流行期に入る前にすませるようにしましょう。ただ、アレルギーのあるお子さんの場合、受けられないこともあります。医師とよく相談してください。





インフルエンザ








インフルエンザの予防接種








高熱が出たり、下痢を起こすと脱水症状が出やすくなります。水分補給には十分注意しましょう。








★脱水症状に注意








インフルエンザウイルスの感染によって発症します。ウイルスにはいくつかの型があり、年によって流行する型が違いますが、感染力が強く、毎年12～３月にかけて集団流行します。熱が下がってから幼児は、３日経過するまで登園停止となっています。





●せき


●のどの痛み


●鼻水


●吐き気


●下痢


●関節の痛み








40度前後の高熱








悪寒


頭痛











インフルエンザ？ と思ったら








主な症状








～インフルエンザ～








症状は３～４日で軽減し、


せきなども１週間程度で治まる。








インフルエンザは、「解熱して幼児は、３日を経過するまでは登園停止」と決められています。無理をするとぶり返したり、まだ人にうつす可能性が残っているからです。この期間を守り、家庭でゆっくり療養してください。








急激に40度前後の高熱が出て、悪寒や頭痛、のどの痛み、せき、鼻水、筋肉や関節の痛みなどの症状が現れます。吐き気、下痢などの症状が現れることもあります。感染力がとても強く、ふつうのかぜよりも、症状が重いのが特徴です。











